
１　単元名　「中世の時代調査」（総時数13時間）
２　単元構成
⑴　単元設定の意図
　本単元は，中世を象徴する事象の考察を通して，中世という時代の特色を明らかにするとともに，時代の特色を明らかにするために必要な視点を獲得させることをねらいとしている。
　中世の日本は「御恩と奉公」という価値観によって構成された社会ということができる。源頼朝はこのシステムを再構成することによって，公家から武家への政権移行を可能にした。
　本単元は，このようにして生まれた中世という社会の特色を「時代調査」という手法を活用させながら，生徒自身の力で明らかにさせようとしている。この「時代調査」は地理的分野の大項目２の「地域の規模に応じた調査」からヒントを得たものであり，生徒に時代の特色を明らかにするための方法を獲得させることを目的としている。
　この「時代調査」は，各時代の特色を明らかにするための方法を獲得させるために，古代までの日本における通史学習を振り返ることによって視点を設定し，その視点に基づいて調査を行い，結果を整理していく中で時代の特色を明らかにしていく。視点を設定することにより，一つの時代の特色を多様な視点から見ることができるとともに，他の時代の学習を行う際に，時代の比較や共通点・相違点の検証を行うことができる。このような学習を繰り返すことによって，生徒は時代を大観する力を身に付けていくのである。
　本単元の学習を行うにあたり，時代調査の視点を示した上で，生徒に「中世とはどのような時代か」をテーマにしてレポートを作成させた。そのレポートの内容から生徒は，中世について，次のようにとらえていることが明らかになった。
　①武士による政治が行われた。②争いが多い。③一揆が起きた。④自治が行われた。⑤海外との関わりがあった。⑥仏教が広まった。
  生徒は概ね中世は武士が主役の時代であるとの認識の上に，それぞれの特色を感じ取っている。しかし，社会的事象相互の関連性には気付いておらず，自分たちが挙げた特色相互の関連については十分自覚しているとは言えない。
　そこで，各自が情報の収集から導き出した中世の特色の確からしさについて討論活動を行う。ここでの討論活動を通して，互いの中世観の違いや根拠の違いに目を向けさせる。この活動を通して対立した点，疑問点，さらに調査をしたい点について挙げさせ，検証を行わせる。
  検証の段階においては，生徒が中世の特色として挙げた内容について，象徴的な社会的事象を通じて検討・考察を行う。検証を通して事象相互の関連性や構造に気付かせ，「中世」という時代の特色を明らかにする。単元の最後に，学習を通して分かった中世の特色をまとめ，その特色の確からしさについて検討する。その際，古代と比較することで，古代と中世とではどのように変化したのかを注目させる。授業の後半では，特色を生み出した背景に目を向けさせ，それらの特色が互いに関連し合って生まれていることに気付かせたい。また，本単元では時代調査の方法面の獲得も目的にしている。通史をとらえる視点を意識した情報の収集と単元構成，生徒同士の討論活動，他の時代との比較などを通して，検証の過程を大切にしていきたい。また，本時で獲得した時代調査の方法を近世，近現代の学習へとつなげていきたい。

⑵　単元構成表
	段階
	次
	学習内容・活動
	主眼
	確かな知識を獲得させるために

	
	１
	中世の大観
	・中世の年表に書かれた出来事を大観することを通して，中世という時代の特色を大まかにつかむことができる。
	・大観という活動を通して，全体の流れを把握させる。

	
	２
	中世の特色とは

（課題設定）
	・「中世とはどのような時代か」という課題を追究するための具体的な方法を考えることができる。
	・課題を解明するための見通しを立てさせる。

	追

究

の

過

程

を

検

証

す

る

段

階
	６
	検証項目の決定

（振り返り）
	・これまでの調査，発表，討論活動を振り返ることを通して，調べてみたいことや疑問点を整理することができる。
	・自分たちの意見を修正するために具体的な見通しをもたせる。

	
	７
	武士の時代として
の検証
	鎌倉幕府の成立
	・幕府と御家人の関係を検証することを通して，幕府が御恩と奉公を基盤として武士政権を確立させたことを理解することができる。
	・武家社会の基本的な仕組みのもとに様々な事象を説明させる。

	
	８
	
	室町幕府と守護
	・鎌倉幕府と室町幕府の政権のしくみを比較することを通して，御恩と奉公を基盤とする武士政権の変容を理解することができる。
	・室町時代になると守護の力を強めたことの証明と関連させながら，様々な事象を説明させる。

	
	９
	争乱の時代として

の検証
	南北朝の争乱
	・幕府と朝廷，守護との関係を検証することを通して，南北朝の争乱が室町幕府と当時の社会に与えた影響を理解することができる。
	・南北朝争乱の要因を前後の流れに位置づけながら，多面的・多角的に説明させる。

	
	10
	
	応仁の乱
	・応仁の乱における対立関係とこの乱が社会に与えた影響を検証することを通して，下剋上の風潮の拡大の背景を理解することができる。
	・下剋上という現象がいつの時代に起こったものであるかどうかを検証させる。

	
	11
	自治・一揆の時代としての

検証
	自治の拡大
	・惣村や町衆の実態を考察することを通して，自治の風潮が発生し当時の社会に影響を与えたことを理解することができる。
	・自治が行われた範囲を確認させる。

・民衆の活力の源となったものを考察させる。

	
	12
	
	一揆の発生
	・一揆が発生した地域の分布や発生原因を考察することを通して，一揆が多発した社会背景について理解することができる。
	・一揆の発生を，武家社会や農民の経済との関連から考察させる。

	
	13
	海外進出の時代と

しての検

証
	元の襲来
	・元寇と鎌倉幕府の関わりを検証することを通して，元寇が鎌倉幕府と御家人に与えた影響について理解することができる。
	・モンゴルの動きを背景として鎌倉幕府の対応を整理させる。

	
	14
	
	倭寇
	・倭寇と室町幕府の関わりを検証することを通して，倭寇が日本の政治，経済に与えた影響について理解することができる。
	・倭寇だけでなく，東アジア全体の構造の中で整理させる。

	
	15
	仏教の時代として

の検証
	仏教の広がり
	・鎌倉時代の仏教と当時の人々との関わりを検証することを通して，仏教が民衆に与えた影響を理解することができる。
	・古代との比較から，中世の宗教の特色を整理させる。

	
	16


	中世の特色の特定

（振り返り）
	・これまでの学習を振り返ることを通して，中世の時代の特色を理解することができる。
・自分たちが学習から導き出した中世の特色を関連づけることを通して，その特色を生み出した社会的背景を理解することができる。
	・これまでの学習を振り返ることで，中世の時代の特色をまとめることができる。

・これまでの学習の方法面に着目し，時代調査の視点や方法を整理することができる。


３　本時案
⑴　題材　「中世とはどのような時代か」（13／13）
⑵　本時設定の意図
　本時は，時代調査の仕上げとして「中世」という時代の特色をまとめさせるとともに，一つの時代の特色を明らかにする方法を獲得させることを目的としている。
　本単元の学習において，生徒が中世の特色として挙げた内容とその根拠は次の通りである。
	　中世の特色
	　　　　　　　　　　　　　　その根拠

	・武士中心の時代
	・鎌倉幕府，室町幕府が作られ，武士が政権を握った。武士が力をもった。

	・争乱の時代
	・応仁の乱，南北朝の争乱，大名同士の争い，一揆が発生した。

	・民衆の時代
	・生産の向上，商工業の発達，自治，一揆が見られた。

	・海外進出の時代
	・倭寇，日明貿易など東アジアとの関わりが見られた。

	・仏教の時代
	・仏教が民衆に拡大した。


　これらの特色は，それぞれの事象が関連し合った結果，現れているのであるが，生徒たちはその時代の特色同士の関連に十分に目が向いていない。また，時代の特色を明らかにする方法として，視点に基づき，他の時代との比較を行うのも本単元が初めてである。
　多くの生徒の認識は「中世とは武士の時代である」という先入観から生まれたものであり，この認識は，単元の学習を終える頃もあまり変化することはないと思われる。そこで，生徒の視野を広げるために，農民の変化に注目させたい。
　古代と中世とでは農民の性格が異なる。古代の律令制下の農民は以前の部民の状態から解放され，国から耕作する田を保障され，支配者に抵抗するという考えをもつまでに成長していなかった。中世の農民は自らの知恵で農業技術を向上させたり，商品作物を栽培することで経済力をつけていった。そして経済力をつけたことにより，自治を行ったり一揆を起こしたりするなど支配者に対して自分たちの権利を主張するようになり，支配力もつけていった。
  中世のまとめの授業である本時では農民を取り上げ，農民の性格の変化の原因を政権の不安定さという視点から探ることによって，中世という時代の特色に気付かせたい。また数々の争乱，外交，仏教の拡大との関わりについても合わせて考えることによって，中世の特色をより明らかにすることができると考えた。
　また，本時は時代調査のまとめの授業でもある。そこで，古代と中世の農民を比較する場面を設けた。農民の比較によって分かる二つの時代の全体像を明らかにしていく過程で，比較によって時代の特色を明らかにしていく方法を身に付けさせたい。また，農民という視点から中世を見ることの確からしさについて検討する場面を仕組み，中世という時代はどの視点から説明することがふさわしいのかを検討することで，時代調査に必要な学び方の獲得を目指したい。
⑶　主眼
・これまでの学習を振り返ることを通して，中世の時代の特色を理解することができる。
・自分たちが学習から導き出した中世の特色を関連付けることを通して，その特色が生み出した社会的背景を理解することができる。
⑷　本時の学習過程
	学習内容・活動
	教師の対応

	１　これまでの学習を踏まえて中世の特色をまとめる。


２　農民の変化について古代と中世を比較する。


３　武士による政権の特色と農民の成長との関わりに

ついて考察する。


　

・古代と比較して農民の生産力が向上して，農民の経済力が上がったから。

　・古代は反抗できなかったが，中世は反抗することができたから。
４　古代との比較で中世の特色をまとめる。

　・中世は政治の支配力が緩い。だから民衆が力をもったり，戦国大名，守護大名，倭寇の出現を生んだ。
	○古代の学習の最後にまとめた特色を掲示し，本時が古代の特色の見直しでもあることを意識させる。

○生徒の意見には肯定的な評価で議論を盛り上げる。
○生徒の発表を意見と根拠とに分ける。
○生徒の意見のうち，構造的な意見に注目する。

○子どもの意見から分かる中世の社会構造を板書する。

○意見が出尽くしたら，誰の意見が中世の特色として一番ふさわしいか論争させる。

○生徒から挙げられた古代と中世の特色を比較し，中世になって初めて項目として挙がったものに注目させる。

○農民の動きに注目するように示唆する。　

○ふさわしいと「いえる」「いえない」で論争させ，その根拠を述べさせる。

○近世にも一揆が起きていることを提示し，近世にも起きていることを中世の特色としていいか尋ねる。

○一揆の発生地を示し，日本全体ではなく一部の地域で発生していることを中世の特色としてよいか尋ねる。

○古代と中世の農民に関わるキーワードを挙げさせ，古代と中世の農民の全体像をイメージさせ，比較させる。

○討論を通して時代のシンボルを証明する方法について考えさせる。

○次の事例を通して幅をもって歴史をとらえさせる。

・源氏が３代で暗殺される。　・南北朝時代

・応仁の乱　・農民出身の秀吉による全国統一

○討論が盛り上がったところで，以下のように投げかけて生徒の考えを揺さぶる。

・時代の象徴としてふさわしいのは政権を握った人物か，多くの人口を占める人物か。

・特定の事件，人物を時代の象徴と呼んでよいか。

○古代の農民が反抗できなかった理由を考える中で，古代の農民の支配体制の強固さに気付かせる。

○中世の支配体制はどうかと尋ね，農民の反抗と支配体制との関わりに気付かせる。

○意見が出尽くしたところで，一揆・惣村の発生地と応仁の乱・下剋上の発生地の共通点に気付かせるとともに，年表を用いて一揆・惣村・倭寇の発生時期と応仁の乱・下剋上の発生時期の共通点に気付かせる。

○中世に起きている様々な事象が政治体制の不安定さから生み出されていることに触れている発言を評価する。


４　評価基準表

	eq \o(\s\up 4(段　),\s\do 2(　階))
	次
	学習内容・活動
	社会的事象への関心・意欲・態度
	社会的な思考・判断

	共通課題を追究する段階
	１
	中世の大観
	・中世という時代に関心を高めることができる。
	

	
	２
	中世の特色とは

（課題設定）
	・課題に対する関心を高めることができる。
	・中世の特色に関わることを複数指摘することができる。

	
	３
	中世の特色を示す資料の収

集

（調査活動）
	
	

	
	４
	意見の構築
（収集した情報に対する考察）
	
	・資料の比較・検討から自分の意見を裏付ける資料を精選することができる。

・調査内容を組み立てて意見をまとめることができる。

	
	５
	中世の特色の検討

（発表・討論活動）
	・中世の特色を示す象徴的な事象について関心を高めることができる。
	・以下の点に着目して発言することができる。

・武家政権の成立と発展　・民衆の動き
・国内外の争乱　・仏教の信者の拡大

	追

究

の

過

程

を

検

証

す

る

段

階



	６
	検証項目の決定

（振り返り）
	
	・自他の調査方法における有効な点や不十分な点を指摘することができる。



	
	７
	武士の時代としての検証
	鎌倉幕府の成立
	・鎌倉幕府の将軍と御家人との関係について関心を高めることができる。



























































































































あることをきるしたじだいいて















































































































	・鎌倉幕府の将軍と御家人が土地を仲立ちとした御恩と奉公との関係で成り立っていることを指摘することができる。
ｋことがが


























































































































	
	８
	
	室町幕府と守護
	・守護の台頭と幕府との関係について関心を高めることができる。
	・室町幕府と守護，御家人との関係の変化から，御恩と奉公との関係の変化を指摘することができる。

	
	９
	争乱の時代としての検証
	南北朝の争乱
	・南北朝の争乱の原因やその影響について関心を高めることができる。
	・南北朝の争乱が長期化した原因として，室町幕府の権威の弱さと守護の力の拡大を指摘することができる。

	
	10
	
	応仁の乱
	・応仁の乱の原因とその影響について関心を高めることができる。
	・応仁の乱が将軍の後継者問題と守護大名の争いが原因となっていることを指摘することができる。

	
	11
	自治・一揆の時代としての検証
	自治の拡大
	・農村や都市での自治の発生の要因とその影響について関心を高めることができる。
	・農村や都市での自治の発生の原因として，農民や商人の経済力の向上したことを指摘することができる。

	
	12
	
	一揆の発生
	・一揆の発生の原因とその影響について関心を高めることができる。
	・一揆の発生原因として農民自身の経済力の向上を指摘することができる。
・一揆と戦乱の関係を指摘することができる。

	
	13
	海外進出の時代としての検証
	元の襲来
	・元の襲来の原因とその影響について関心を高めることができる。
	・元の襲来によって，御家人が経済的に困窮し，幕府への信頼が薄れたことを指摘することができる。

	
	14
	
	倭寇
	・倭寇の発生の原因とその影響について関心を高めることができる。
	・倭寇の発生原因として，日本と東アジア諸国の政治上の混乱があることを指摘することができる。


	
	15
	仏教の時代としての検証
	仏教の広がり
	・仏教の拡大とその影響について関心を高めることができる。
	・仏教の庶民への拡大の理由を，仏教の教えの変化と，混乱した社会情勢から指摘することができる。

	
	16
	中世の特色の特定

（振り返り）
	・中世の特色を特定することについて関心を高めることができる。
	・農民の成長を当時の時代背景と関連させ指摘することができる。

・古代と比較しながら中世の特色について説明することができる。


	資料活用の技能・表現
	社会的事象についての知識・理解

	
	・中世の時代の長さや大まかな特色を理解することができる。

	
	

	・中世の特色に関わる資料を収集し，課題に関する情報を読み取ることができる。

・資料から新たな調査・考察の可能性を指摘することができる。
	

	
	

	・以下のような資料を提示することができる。

・武家政権のしくみ　・争乱の発生

・民衆の力の拡大　　・仏教の広がり
	

	・自他の収集した資料で課題解決に有効であるものに気付くことができる。
	・中世は武士が政権を握った，争乱が多発した，民衆が力をもった，仏教が拡大した時代であることを理解することができる。

	・北条政子の言葉から当時の武士が領地の保障という部分を支持したという事実を読み取ることができる。
	・中世とは，源頼朝が御家人に対し本領安堵を行い信頼を集め，忠誠を誓わせた御恩と奉公によって武家政権を確立した時代であることを理解することができる。

・承久の乱後，幕府が朝廷の領地を獲得し，支配権が拡大したことを理解することができる。

	・鎌倉幕府と室町幕府の組織の違いから，幕府と御家人との関係の変化を読み取ることができる。
	・中世とは，御恩と奉公の関係が変化し，室町幕府と守護大名との間に御恩と奉公の関係が成立した時代であることを理解することができる。

	・南北朝の争乱の対立図や半済令から幕府と守護との関係を読み取ることができる。
	・中世とは，南北朝の争乱によって守護が土地の年貢の半分を獲得する権利を得て，守護大名へと成長した時代であることを理解することができる。

	・応仁の乱の時の守護大名の図から，対立関係を読み取ることできる。
	・中世とは，応仁の乱によって以降幕府の権威が失墜し，守護大名や地方武士の権力が拡大した時代であることを理解することができる。

	・絵画資料や惣村の掟から，荘園を越えまとまっていった当時の農村の様子を読み取ることができる。
	・中世とは，農業技術の発達や商品作物の栽培によって農民が経済力をつけ，自治を行うようになった時代であることを理解することができる。

	・絵画資料や一揆の様子を表した資料から，支配者に抵抗する農民の姿を読み取ることができる。
	・中世とは，農民の経済力向上や戦乱の多い世の中で起きた自力救済の考え，下剋上の風潮によって一揆が発生した時代であることを理解することができる。


	・絵画資料から元寇の姿を読み取ることができる。

・蒙古襲来絵詞から当時の武士が恩賞のために活躍したことを読み取ることができる。
	・中世とは，元の襲来が鎌倉幕府の基盤である御恩と奉公の関係が揺らがせ，幕府を滅亡させた時代であることを理解することができる。

	・文書資料や絵画資料から倭寇の姿を読み取ることができる。

・各国の年表の比較から東アジアが政権不安定であったことを読み取ることができる。
	・中世とは，東アジア諸国の政情の不安定さが倭寇などの活動を促した時代であることを理解することができる。

	・古代の仏教と中世の仏教の特徴を示す資料から，中世の仏教が一般民衆の救済を目的にしていたことを読み取ることができる。
	・中世とは，不安定な情勢の中で，新しい仏教の宗派が誕生し，庶民に受け入れられていった時代であったことを理解することができる。

	・惣村，一揆の発生図から，政治と農民の成長との関係を読み取ることができる。
	・中世とは，政権が不安定な時期であったことが，争乱，民衆の成長，海外進出などを生み出した時代であることを理解することができる。




５　本単元の特色
⑴　歴史的分野の学習改善のための時代調査
　これまでの歴史的分野の学習においては，時系列に並んだ出来事や人物の紹介の授業に終始しており，個々の時代の特色を明らかにしているとは言えない授業が多かった。
　そこで，歴史の大きな流れをとらえさせるために通史をとらえる視点を設定し，その視点に基づいた時代調査を行った。通史をとらえる視点については以下の表のようにまとめ，学習内容を整理することにした。
	視点
	古代まで
	中世
	近世
	近現代

	政権
	邪馬台国，大和朝廷
律令政治，摂関政治
	鎌倉幕府，建武の新政

南北朝，室町幕府
	織豊政権
江戸幕府
	明治政府，藩閥内閣
政党内閣，軍部台頭

	基本法
	大宝律令
	御成敗式目
	武家諸法度
	大日本帝国憲法，日本国憲法

	中央と
地方
	平城京，平安京
国，郡，里，太宰府
	鎌倉，京都
領国
	京都，大阪
江戸，各藩
	東京
都道府県

	領域
	大和地方，東北支配
	関東，西国，琉球
	天領，各藩
	朝鮮半島，満州
大東亜共栄圏，北方領土

	外交
	東アジアとの関わり
遣隋使，遣唐使
	元寇
日明貿易，南蛮貿易
	南蛮貿易

鎖国政策
長崎貿易
朝鮮通信使
	不平等条約の凍結
条約改正，帝国主義
協調外交，日米外交
日独伊三国軍事同盟

	経済の
基本理念
	班田収授法
荘園制
	荘園制，年貢
商品経済
	年貢
貨幣経済
	地租改正，資本主義経済
社会主義経済

	主たる産業
	農業
	農業，商業，手工業
	農業，商業，手工業
	農業，工業

	都市の分布
	国府
	港町，城下町，門前町
	三都，城下町，宿場町
	工業都市，太平洋ベルト

	流通
	庸，調，富本銭
	定期市，座，馬借
問，土倉，酒屋
	年貢米
	

	交通
	駅
	
	五街道，菱垣廻船
東廻り，西廻り航路
	鉄道，高速道路
遠洋航路，新幹線

	人権
感覚
	良民，選民，奴卑
	
	兵農分離，身分制度
	身分解放令，全国水平社

部落解放運動
基本的人権の尊重

	勤労観
	
	
	百姓一揆
	小作争議，労働争議

	主たる
文化
	大陸文化
文化の国風化
	鎌倉新仏教，北山文化東山文化，民衆の文化
	南蛮文化，桃山文化
元禄文化，化政文化
	文明開化，西洋化
大衆文化


　この表にある時代をとらえる視点は，さらにそれを明らかにするための細かい視点によって支えられている。上の表は縦に見ることによって，一つの時代の特色を多様な視点からとらえることができる。また，この表を横に見れば，一つの視点による各時代の比較や共通点，相違点をとらえることができ，通史学習が可能となる。
⑵　時代調査の方法
　時代調査では時代の特色の理解と，時代調査の方法面の獲得を目的としている。その学習過程は以
下のように進めていく。
	学習課題の設定
	
	中世（古代，近世，近現代）とはどのような時代か

	
	
	↓

	時代調査の視点に基づく調査
	
	政権，基本法，中央と地方，領域，外交，経済の基本理念

主たる産業都市の分布，流通，交通，人権感覚，勤労観，主たる文化

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　↓

	意見の構築
	
	資料の考察，検証，課題に対する意見の構築

	
	
	↓

	発表，討論活動
	
	中世の時代の特色

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　↓

	まとめ１
	
	新たな調査点，疑問点の抽出

	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　↓

	時代の特色についての検証
	
	　　　　　　武士の時代

　　　　　　　　　　争乱の時代

中世とは　　　自治，一揆の時代　　　としての検証

　　　　　　　　　　海外進出の時代

　　　　　　　　　　仏教の時代

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　↓

	まとめ２
	
	時代の特色の理解，時代調査の方法面の獲得


⑶　時代調査によってつけていく力
　時代調査を行うことによって，生徒に獲得させたい力を次のように示した。
	・通史をとらえる視点を設定した時代調査を行うことで，歴史の学習が個々の歴史的事象の理解に
終わらず，歴史の中の大きな時代の流れを意識し，より広い視野で時代をとらえさせることができ
る。
・通史をとらえる視点を網羅的に与えることによって，資料が残っていない歴史的事象についても
想像力を働かせることでよりきめ細かい考察をすることができる。
・視点に基づき生徒自身の力で時代の特色を明らかにしていった過程を評価することによって，
生徒の学習への成就感を高めることができる。
・課題解決的な追究を行わせることによって，系統的学習との共通点や相違点を確認させること
ができる。
・時代調査を繰り返すことによって，時代の特色を明らかにするための学び方という転移性のあ
る力を獲得することができる。


６　本単元で形成させたい知識の構造
	価値的知識
	
	総括的知識

	○　政権の不安定な時期には，民衆の力が拡大していく傾向が強い。
○　中世とは公家と武家という二つの勢力が争ったり，協力したりして政治を行なっていた時代である。
○　中世とはある意味，その全体を通して下剋上の時代であるということができる。
○　中世とは民衆が成長した時代である。
	
	

	
	

	マニュアル的知識
	
	定義的知識
	
	

	○　中世の社会を実感するには自治会活動に参加するとよい。
○　中世の特色を明らかにするためには、古代と比較するとよい。

○　時代調査を行わせることによって、時代の特色をとらえる視点を活用させるとともに、その有効性を実感させる。
○　通史をとらえる視点をもとに，資料が少ない歴史的事象についても想像力を働かせて考察する。
○　武家政治の特色を明らかにするためには幕府と朝廷の仕組みを比較するとよい。
○　中世における社会的事象を現代社会の出来事に置き換えることによって、より自分たちのことを理解することができる。
○　社会的事象を科学的側面と人間的側面からとらえることによって解釈をつくりあげる。
	
	○　中世とは

○　鎌倉時代とは

○　南北朝時代とは
○　室町時代とは

○　御恩と奉公とは

○　幕府とは

○　武士とは

○　国人とは

○　町衆とは

○　下剋上とは

○　自治とは
○　一揆とは
	
	構成的・要素的知識

	
	
	

	事実を共有するための知識
	
	

	【事象を認識するための知識】

御恩と奉公，平清盛，源頼朝，源氏と平氏，武士団，荘園制，征夷大将軍，守護，地頭，南朝，

北朝　　等
【約束としての知識】

　鎌倉時代，室町時代，南北朝時代，１１９２年，１３３８年，１４６７年　　等
	
	


共通課題を


追究する段階





（本時）





「中世の特色とは何か」＜中心発問１＞








・武士の時代に注目した特色


・封建社会に注目した特色


・争いに注目した特色


・民衆の力の拡大に注目した特色


・仏教の拡大に注目した特色








時代�
農民に関わる事象�
土地制度�
�
氏姓制度�
奴隷�
私有地�
�
律令制度�
班田収授法，租庸調


墾田永年私財法�
口分田�
�
中世前期�
公武二重支配，地主


領主�
荘園�
�
中世後期�
領主�
領主�
�






「中世において農民が活躍できたのはなぜか」＜中心発問２＞





（本時）









